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思う。 育評IllIiと内発的動機づけの11M座についての光行研究のレ

ヴューを行い，救育評'''１１が内発的動機づけに及ぼす心理

学的メカニズムを提案するとともに，８つの仮説を提出

した。本研究では，心理学的メカニズムとして，教育評

llIliの２つの機能，すなわち，制御的機能（数育評価が，

評Ｉｌｌｉ状況の設定を通して，学習者に圧迫感や緊張などの

強(ljll感を感知させ，内発119吻機づけを低める機能）及び

情報的機能（教育評IIIiが，学習の遂行に関する情報を提

供することを通して，学習者に有能感を感知させ，内発

的動機づけを高める機能）を提示した。第４意では，こ

のメカニズムと８つの仮説を検証するため，５つの実験

的検討を行い，それぞれ考察を行った。災験１では，成

績教示の効果を個人内要因の実験計画によって検討した

が，「成績教示のような評価教示は制御的機能を持つ」

(仮説１）は支持されなかった。実験２では，実験１の

'111題点を改善し，個人間要因の実験計画によって，成績

教示と確柵教示の効果を検i;Ｉした。その結果，仮説１及

び「確認教示のような学習内容に焦点を当てることを促

す救示は情報的機能を持つ」（仮説２）が支持された。

実験３では，評価方法としての相対評価，到達度評I1Hi，

ｌＬ１己評lllliの効果を検討した。その結果，「相対評価は制

御的磯ijEを持つ」（仮ｉｉＭ７)，「到達度評ｌｌｌｌｉは愉報的機能

を持つ」（仮説８）及び「到達度蕊準のように学習内容

に焦点が当てられている評'１１１１方法において，他者評1,11iは

情報的機能を持つ」（仮説４）が支持された。実験４と

実験５では，実験３の問題点を踏まえⅢ評'11肝に体の要因

と評Illli蛾雌の要因を独立に扱い‘評Illi方法の効果につい

て|鰯Ｉした。実験４では，評Ｉｌｈ１ﾐ体（[l己評lllli・他者評

Illli)ｘｉＷ１Ｉｉ基準（相対評''1]i・個人内評IlIli）の実験計画に

よって検討した。その結果，「一般に，評Ill1i方法として

の他者評価は制御的機能を持つ」（仮説３）が支持され

る一方で，「一般に，評lIl1i方法としての自己評ｉｉｉは情報

的機能を持つ」（仮説５）と仮説７は支持されなかった。

実験５では，評価基雌（到達度評Ⅲi・統iljll)×評I1IIil二体

(教師評価・自己評I111i）の実験計画によって検討した。

その結果，仮説４，「自己評価が学習内容に関するフィ

ードバック機能をともなう場合，特に情報的機能を持

つ」（仮拠６）汀仮説８が支lilrされた。なお，５つの実験

的検討を通して，本研究で提示した心理学[ルカニズム

の妥当性が確認された。

第３の目的に関しては，第４章における８つの仮説の

検証及びＡＴＩパラダイムによる検討を通して，具体的

な評lllIiのあり方が内発的動機づﾄﾅに及ぼす効果について

考察した。その結果，学習が外的に強ilillされるものとし
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内容の要旨

本論文のⅡ的は以下の３つである。第１に，円光的動

機づけの概念を明らかにすることとその教育的な意義を

検討することである。第２に，教育評I11iが内発的助機づ

けに及ぼす心理学的メカニズムを1ﾘ|らかにするととも

に，内発的動機づけの規定因としての教育評Illiの質につ

いて実験的に検討することである。第３に，どのような

教育評価のあり方が内発的動機づけを保障するのかにつ

いて教育実践の観点から考察することである。第１章で

は以上のll的について述ぺた｣二で，本論文のllMi成と計画

を示した。

第１の目的に関して，本研究では主に第２章で扱っ

た。第２章では，内発的動機づけの研究史を概観するこ

とによって内発的動機づけの概念を明確化し，励機づけ

の１つの「現象」として内発lMM｣機づけを記述するとい

う観点から定蕊を行った。すなわち，内発的動機づけと

は，「|]己１１的的な学習の生起・維持過程」であり，「熟

達指向性」と「自律性」という２つの性質を合わせ持つ

ものであるとした。そして，内発的動機づけ概念の教育

的意義は，人が学ぶという行為の背後にある動機づけの

木質を指摘していることにあI)，内尤的動機づげ研究の

教育的意義は，人が学ぶという行為を保障するような教

育環境とはいかなるものであるかについて，実証的にⅢｌ

らかにすることにあるとした。

第２の｢1的に関して，本研究ではまず，第３章におい

て，教育評価をめぐる諸ＩＩｌｊ題について検討した上で，教



て認知されるような評ｌｌ１ｉの文脈が内発的動機づけを低め

るのに対し,学習内容に焦点を向けさせるような評Illliの

文脈は内蜷''19助機づけをi１．iめること，Iilli認教示が特に学

習意欲の低い者の内発的勅機づけに対して補償的に機能

すること，相対評価が内発的動機づけを低めること，到

達度評Ｉｌｉ１ｉが内発的動機づけを高めること，自己評価によ

る到達度評Illliが特に学稠愈欲の低い皆の内発的I助機づけ

に対して補償的に機能することなどが示唆された。

第５章では，本研究の知見について全体的考察を行う

とともに，本論文の意義について次のようにまとめた。

すなわち’本論文の理論的意義は，内発的動機づけの概

念及び教育評価が内発的動機づけに及ぼす心理学的メカ

ニズムの検討を通して，内発的動機づけ研究に新たな知

見を提供することによって教育心理学に理論的な観点

から貢献したという点にある。また，水流文の実践的懲

義は，どのような評価のあり方が内発的勤機づけを育成

するのかということについて，具体的な評価方法とその

構成要素の検討を行うことによって，救育実践の改善に

視点を提ｌｊｌｉしたという,,;(にあるとしに。

けの関係の展望が行われている。著者は「評ＩＩｌｉされる

側」の視点に立ち，教育評価が児童・生徒の学習意欲に

及ぼす効果，特に内殆的動機づけに及ぼす効果に焦点を

絞り，教育評価の救育的機能を検討している。具体的に

は，教育評価の心理学メカニズムとして２つの機能，す

なわち，ｉｌｉＩ御的機能（教育評価が児童・生徒のプレッシ

ャーをilo1iめ，その$,'i染，内発的動機づけを低下させる効

ＩＩＬ）とＩｉ１ｉ報的機能（救育評価が，児童・生徒の達成経験

によってもたらされる有能感を高め，その結果，内発的

動機づけを高める効果）が説lﾘ｣され，評価主体（例え

ば，教l111iによる評Il1liあるいは自己評価）及び評Ｉ１Ｉｉ基準

(例えば，相対評価あるいは到達度評価）との関係によ

り，本論文の骨子となる一連の仮説（８仮説）が導き出

された。

第４篇においては，Ｔiii章で導きｌｌ１されﾎﾞｰ仮説を検証す

るために行われた５つの実験が紹介されている。これら

の実験すべてにおいて以下の２点が特に留意されてい

る。その－は，実験的研究と教育実践との距離を可能な

限り|､きくすること，つまり，実験の生態学的妥当性を

高めることである。その二は，適性処遇交互作用（ＡＴＩ）

のパラダイムに基づいて実験を計画し，教育評IllIiの方法

があらゆる児童・生徒に一律の効果をもたらすわけでは

なく，I11jl性次第でその効果が大きく異なりうるという立

場を基本としている点である。実験１では，中学１年生

を被験者とし，授業中に行う小テストの成績を学期末の

成繍,坪lllliに含めるという教師による教示（成績教示）が

内捲的1助機づけに及ぼす効果を検討した。この孜示処理

璽因はいわば被験者内要因である。つまり，一連の授業

の中で社会$;|の４単元を教授し，そのうち２単元につい

ては成繊孜示を施し/こが’残る２単元ではこれを与えな

かった．その結果，成績教示が内発的動機づけを低下さ

せることが示唆されたものの，生徒の緊張や不安に対し

ては影響を及ぼさなかったので，仮説１「成績教示のよ

うなiiWl11i教示は制御''1<j機能を持つ」は必ずしも支持され

なかった。実験２では，実験ｌの方法上の問題点を改善

し，砿,忍教示条件，つまり，小テストの結果を自分で確

認するにとどめる条件と成績教示条件の効果を，中学１

年生を被験者，社会科歴史を学習課題として検討した結

巣，仮説１ならびに仮説２「確認教示のような学習内容

に焦点を当てることを促す教示は情報的機能を持つ」が

支持された。また，ＡＴＩ効果としては，内発的`h機づ

けに側する変数を結果の測度とした場合に，動機づけ傾

向という適性と成績教示一確認教示との間に有意な交互

作用がみられた。実験３では，小学６年生を被験者，算

審査要旨

〔内容の要旨〕

本研究は，教育評価と内発的動機づけの関連性に着日

して，両者の研究成果を踏まえた上で，教育評価の聯造

が内発的釛機づけに及ぼす影響を教育実践の視点に立っ

て理論的に考察し，その結果得られた幾つかの仮説を一

連の実験的研究によって検証することをその目的として

いる。

本論文は以下に挙げる５つの章と学会Mli関誌その他に

すでに発表ざれﾎﾟﾆ８編の参考文献から成っている。第１

章で木研究の目的と全体の構成が述べられ，第２章で内

諾的動機づ'十研究の展望が行われ，第３章で教育評Illliと

内発的動機づけの関係の理論的解析が行われている。続

いて第４章で実験１から５までの実験的研究によって著

者なりの８つの仮説の検証が行われ，最後の第５章にお

いて全体的に考察されている。

第２章の展望においては，内発的勅機づけの先行Ⅲ}究

がその概念化と操作化に電点を置いて総括されている。

著者は多数の研究を広く公平に見渡し，簡潔かつ平明に

解説し，これまでの内発的動機づけ研究の基本的な'１１１題

点を指摘し，さらにその教育的意義を論じている。

第３章においては，まず教育評価をめぐる問題点が検

討されており，それを踏まえて教育評価と内発的動機づ



数の求積の単元を学習課題として，相対評価，到達度評

価，自己評価の効果を検討した結果，仮説７「相対評価

は制御的機能を持つ｣，仮説８「到達度評l[Iiは情報的機

能を持つ」及び仮説４「到達度蕪醗のように学習内容に

焦点が当てられている評lli方法において，他者評価は情

報的機能を持つ」が支持された。また，ＡＴＩ効果とし

ては，例えば，緊張・不安得点を結果の測度にした場合

に，テスト不安傾向と３つの評lllli条件の間に有意な交互

作用が生じ，テスト不安傾向の低い児童については３条

件の間にほとんど差がないが，商い児童においては，相

対評価条件で緊張・不安得点が著しく高くなる傾向が認

められた。実験４では，大学生を被験者，知能検査項目

を実験課題とし，評価主体（自己評価，他者評価)×評

価基準（相対評価，個人内評lili）の２ｘ２の実験計画に

よって，評価構造の内発的動機づけに及ぼす効果を検討

した結果，仮説３「一般に，評1111i方法としての他者評価

は制御的機能を持つ」は支持され，仮説５「一般に評価

方法としての自己評価は情報的機能を持つ」と仮説７ば

支持されなかった。実験５では，小学５年生を被験者，

算数の分数を学習課題とし評lllli基準(到達度評価,統制

条件)×評価主体（教師評lllli，｜]己評IiIi）の２要因の実

験計画により評lml脇造の内発的動機づけに及ぼす効果を

検討した結果，仮説４，仮説６「|]己評価が学習内容に

関するフィードバック機能をともなう場合，特に情報的

機能を持つ」及び仮説８が支持された。また．この実験

では数多くのＡＴＩ効果が確鬮されている。例えば，知

的好奇心を結果のillll度とした場合に，児童のもともとの

内発的動機づけ傾向と４つの評価条件との間に有意な交

互作用が認められ，内発的動機づけの高い児童において

は４条件に差がないが，低い児童については，到達度自

己評価条件で知的好奇心が高くなり，統制自己評価条件

では逆に著しく低くなることが示された。

第５章では，上述５のつの実験結果から，８つの仮説

についての考察が試みられ，さらにＡＴＩパラダイムに

よる検討を通して，評Ili柵造が内発的動機づけに及ぼす

効果が全体的に考察されている。その結果’外的に強制

されるものとして認知されるような評Ill1iの文脈が内発的

動機づけを低めるのに対し，学習内容に焦点を向けさせ

るような評価の文脈は内発的動機づけを高めること，確

認教示が特に学習意欲の低い者の内発的動機づけに対し

て補償的に機能すること，相対評I11iが内発的動機づけを

低めること，到達度評価が内発的動機づけを高めるこ

と，自己評価による到達度評Ｉ１ｌｉが特に学習意欲の低い者

の内発的動機づけに対して補償的に機能すること等を箸

者は結論として総括している。

〔論文審査の要旨〕

木論文の櫛釧成の順序にほぼ従って本研究の評価を行う

とすれば，まず第２章の展掴は内発的動機づけの研究に

関するものとして極めて侭れて漏り，この領域の研究者

にとって貴重な文献の一つとしてその寄与は大きし､。な

おこの展望の一部がこの学位請求論文提出後に「教育心

理学研究」第42巻第３号（1994）に「内発的動機づけ研

究の展望」として掲赦されたことを付記したい。第３章

における理論的な議論は，特に教育実践の視点に立って

明快に展開されており．それより導き出された８つの仮

説は，教育評価と内発的勅機づけの関連性に関する研究

の作業仮説として，あるいは研究指針として有意義であ

る。

第４章の一連の実験については，実験の回を重ねると

ともに実験のデザイン，実験の道具立て及び分析方法に

ついて改善が糸られ，実験としての完成度が次第に高く

なって行くその成長ぶりには瞠日すべきものがある。ち

なみに実験５の内容は巻末の参考論文８「到達度評価が

児童の内発的IHI機づけに及ぼす効果」によっており，こ

の論文は「教育心理学研究」第41巻第４号(1993)に掲

載され,｜|木教育心１Ｍ学会の醗竜門である「城戸奨励

賞」(1993年度)受賞という栄誉に輝いたものである。実

験５の水準の高さとそれがもたらした知見を考えると，

この受賞もむくなるかなの感を強くするのである。

しかし，一連の実験論文に暇迩なしとはいえない。そ

の主なものを挙げるならば，実験１において被験者内の

実験要因に基づくデザインがＡＴＩパラダイムに相当す

ることの説明が不十分であること，またデータの分析方

法の不適切さが認められること，実験２～４において処

理の違う実験群をまとめて従属変数間の相関係数を求め

ていることがＡＴＩベラダイムとは相入れないことを見

落とした点である。さらに全実験を通じて，内発的動機

づけの指標としての|]主プリントの提出といった行動指

標と質'１１紙による指標のUM連性が十分には検討されてお

らず，例えばこれら２つの指標の合成得点を内発的動機

づけの測度とするような工夫も必要である。内発的動機

づけの操作化が本研究の''１で極めて重要であるので，こ

の点の掘り下げに十全をlﾘﾙﾌﾟこいところである。また，

被験者の年齢について，実験１，２では中学生，実験３

及び５では小学生，実験４では大学生がそれぞれ用いら

れているが，教育評Il11iの効果は年齢によって大きく異な

ると考えられ，特に著者が実験の生態学的妥当性を重視



踏まえた上で，さらに適性処遇交互作用という極めて教

育的なパラダイムをも取り入れることによって，多面的

かつ有機的に解析したものであり，ややもすれば実験と

実践の乖離に陥りがちな教育心理学研究に，一つの規範

的なスタイルを定着させたのである。このようにして，

同君は当該領域において若手研究者としての地歩を着実

に固めており，次代を担うホープの－人として嘱日され

ている。以上の理由により，本論文は教育学博士の学位

にふさわしいものと認められる。

しているだけにこのような選択は盗意的に思われる。も

っとも|川題自体が逐次発展し，それに従って実験が計画

されるのでこれも止むを得ないともいえるが，仮説の検

証におして結果の整合性を欠く部分のあるのもこの年齢

差によっているとも考えられる。

しかし，以上の幾つかの問題点は沁鹿毛雅治君の研究

全体の高い水準と多大の寄与を考えるときに，その評''１１１

をいささかも揺がす程のものではない。同君の研究は，

教育評価という教育実践上の問題と内発的動機づけとい

う心理学的概念との関連性を，新しい研究動向を十分に


